
平成２４年度 学校運営について

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特別支援 総計

児童数 １０２ １１１ １０７ １３６ １４２ １４０ ２０ ７５８

学級数 ３ ４ ３ ４ ４ ４ ４ ２６

３．平成２４年度の児童数と学年・学級編成

平成２４年２月２０日現在

１年生および２年生は「３５人学級」で、３年生以上は「４０人学級」で準備を進め
ています。３年生は、学級を二人の教員で指導する４０人学級の３学級編制とし
ます。

また、平成２０年度より全学年進級時での学級編成
（クラス替え）を実施しています。引き続き、次年度も
全学年進級時のクラス替えを実施します。
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学校運営の具体的な視点と内容

・「読み、書き、計算」等の基礎的な学力の形成を重視して学習をします。
その際、書くこと、繰り返し練習することを重視します。
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・今まで学んできた内容や方法などをうまく活用して、新しい学習に生かす
ような学習の経験を重視し、基礎的な知識理解や、技能の獲得をめざし
ます。

１．「学習」の基礎・基本を育てるために

（１）基礎学力向上方策

・特に「考える力、感じる力、想像する力、表す力」
など、言語を中心とした情報を処理・操作する力、
つまり「国語力」「コミュニケーション力」の育成を
めざします。
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・学んで修得した「学力」だけでなく、学ぼうとする意欲や関心の力も「学力」と見る。
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（２）指導で大切にしたいこと

・学習への興味・関心をひきつけ、めあての持ち方や学び方についても学習する。

・「教える」（指導）ことと「支える」（支援）ことの両方の側面で学習を深める。

・教師対子どもだけでなく、子ども対子どもの相互の学習＝学びあいを大切にする。

・子ども自身による自分の学習の評価により、より学習意欲を高める。
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・特別支援教育は、特別支援学級だけでなく全ての学級における指導で、
最も基本としなければならないことです。
みんなにやさしい教育をめざします。
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（３）みんなにやさしい教育



・学校生活のあらゆる場面で基本的な生活習慣形成の指導をします。
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２．「生活」の基礎・基本を育てるために

（１）基本的生活習慣

・生活習慣をつけることは「学力」をつける上でも大切なものです。身体的な
面だけでなく、話し方や聞き方、人間関係の調整のつけ方など、人として
成長していく上で大切なスキルを身につけるよう、ご家庭でもご配慮くださ
い。

凡事徹底！
あたりまえのことが、あたりまえにできるように。
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３．行事予定

４月 ９日（月）・・・始業式、入学式
５月１０日（木）
～１１日（金）・・・６年生修学旅行
７月２０日（金）・・・１学期終業式
９月 ３日（月）・・・２学期始業式
９月２２日（土）・・・運動会
９月２４日（月）・・・運動会予備日（雨天順延）
１２月２１日（金）・・・２学期終業式
１月 ７日（月）・・・３学期始業式
３月１９日（火）・・・卒業証書授与式
３月２２日（金）・・・修了式



子ども
地域

学校

地域とは、家や畑だけではない、

目に見えない人の糸で子どもたちが育てられ、守られている。

この年輪、人の年輪というのは１年や２年でできるものではない。
５０年でもできない。長い年月の厚みがあって地域の教育力が育っている。

その上に五個荘小学校の教育がある。
地域の人々に「おらが学校」としてかわいがられる学校でありたい。

地域の教育力が
学校教育の一番のベース

将来を豊かにするには、
子ども時代を豊かに
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家庭



終わりに
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平成２４年度は児童数が７５８名となり、今後も減尐していく
こととなります。しかし、大規模校には変わりありません。
大規模校だからこそできる、大規模校の大きなエネルギー
を生かしたダイナミックな学校運営を目指したいと考えていま
す。
保護者の皆様方のご支援、ご協力をよろしくお願いいたしま
す。



平成２３年度 学校運営説明会

ご参加、ありがとうございました。


